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平
成
23
年
度　

決
算
報
告

　
　
　

〜
町
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
〜

　

日
出
町
で
は
、
平
成
17
年
度
か
ら
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
に

基
づ
く
取
組
み
を
着
実
に
推
進
し
て
き
ま
し
た
。そ
の
結
果
、

基
金
の
積
み
増
し
を
行
い
、
公
債
費
残
高
の
縮
減
も
行
い
、

安
定
し
た
財
政
基
盤
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
昨
年
よ
り
「
日
出
町
の
新
た
な
飛
躍
」
へ

つ
な
げ
る
た
め
、
大
き
な
財
源
を
必
要
と
す
る
事
業
に
も
着

手
し
ま
し
た
。
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
得
て
、
川

崎
小
学
校
な
ど
学
校
教
育
施
設
の
耐
震
化
事
業
を
前
倒
し
し

て
実
施
し
、
平
成
23
年
度
の
一
般
会
計
決
算
は
、
平
成
22
年

度
に
比
べ
て
歳
入
総
額
、
歳
出
総
額
と
も
に
４
．
１
％
の
増

加
と
な
り
ま
し
た
。



歳　入

92億 8,590 万円歳　出

90億 5,435 万円
（324,194 円）

黒字
（316,110 円）

■依存財源（町が自ら確保出来ない財源）
　

　地方交付税 25 億 2,788 万円

　国・県支出金 19 億 3,087 万円

　町債（借金）  8 億 8,626 万円

　その他 4 億 4,152 万円

　
   
計 57 億 8,653 万円

■自主財源（町が自ら確保出来る財源）

　町税 27 億 5,414 万円

　分担金・負担金 1 億 6,217 万円

　使用料・手数料 1 億 1,085 万円

　その他 4 億 7,221 万円

　　計 34 億 9,937 万円

 ■支出の内訳 支出額　　　 町民 1人当たり額

　民生費（福祉・年金・医療など） 29 億 3,257 万円 102,383 円　

　総務費（総務・税・住民基本台帳・選挙など） 11 億 7,889 万円 41,158 円　

　教育費（小中学校・社会教育・学校教育など） 11 億   435 万円 38,556 円　

　公債費（国や銀行へ借入金の返済） 10 億 1,455 万円 35,421 円　

　土木費（道路・橋・都市計画・公共下水道など） 9 億 2,891 万円 32,431 円　

　衛生費（保健衛生・環境衛生・ごみ処理など） 7 億 6,763 万円 26,800 円　

　消防費（消防業務・消防施設整備など） 4 億 7,918 万円 16,729 円　

　農林水産業費（農業・林業・水産業など）  3 億 2,519 万円 11,353 円　

　議会費（議会運営）  1 億 6,029 万円 5,596 円　

　商工費（商工業・観光など） 1 億   759 万円 3,756 円　

　災害復旧費（災害復旧工事など） 5,520 万円 1,927 円　

＊町民1人当たり決算額は支出額を平成24年4月1日現在の人口28,643で割っています。



　

平
成
23
年
度
の
一
般
会
計
決
算
額

は
、
歳
入
が
92
億
８
，
５
９
０
万
円
、

歳
出
が
90
億
５
，
４
３
５
万
円
で
、

歳
入
歳
出
と
も
に
前
年
度
対
比
４
．

１
％
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

黒
字
額
は
２
億
３
，
１
５
５
万
円

で
す
が
、
町
の
預
金
（
基
金
）
を
取

り
崩
し
た
り
、
借
金
も
し
て
い
ま
す

の
で
、
必
ず
し
も
潤
沢
な
財
源
が
あ

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

町
の
収
入
に
は
、
町
が
自
ら
確
保

で
き
る
財
源
（
自
主
財
源
）
と
で
き

な
い
財
源
（
依
存
財
源
）
が
あ
り
ま

す
。

　

自
主
財
源
が
多
い
ほ
ど
、
行
政
活

動
の
自
主
性
と
安
定
性
を
確
保
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

昨
年
度
の
自
主
財
源
比
率
は
、
前

年
に
比
べ
37
．
７
％
と
増
加
し
て
い

ま
す
。
町
税
は
前
年
度
並
み
の
収
入

で
す
が
、
基
金
か
ら
の
繰
入
金
が
増

え
た
こ
と
が
自
主
財
源
比
率
を
上
げ

た
要
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
普
通
建
設
事
業
の
増
加
や

子
ど
も
手
当
の
拡
大
に
よ
る
事
業
費

の
増
加
分
は
国
庫
補
助
金
な
ど
の
財

源
に
よ
っ
て
確
保
し
ま
し
た
。

支
出
額
（
歳
出
）
の
概
要

　

支
出
の
総
額
は
前
年
度
に
比
べ

３
億
５
，
４
０
４
万
円
増
加
し
て
お

り
、
90
億
を
超
え
る
大
型
決
算
と
な

り
ま
し
た
。

　

決
算
額
を
性
質
別
に
見
る
と
表
２

の
よ
う
に
普
通
建
設
事
業
費
が
前
年

対
比
22
．
６
％
の
増
と
決
算
規
模
を

大
き
く
し
た
要
因
と
言
え
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
豊
岡
小
学
校
校
舎

増
改
築
事
業
や
川
崎
小
学
校
の
耐
震

補
強
事
業
、
防
災
行
政
無
線
整
備
な

ど
町
民
の
安
全
を
守
る
た
め
の
事
業

や
日
出
城
址
周
辺
の
整
備
な
ど
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

　

義
務
的
経
費
は
人
件
費
が
昨
年
度

比
２
．
９
％
の
増
、
う
ち
職
員
給
与

は
０
．
７
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま

す
。
医
療
費
な
ど
の
住
民
福
祉
を
支

え
る
扶
助
費
は
４
．
４
％
の
増
と
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
子
ど
も
手
当
の

支
給
要
件
が
拡
大
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
ま
す
。

　

義
務
的
経
費
の
増
加
は
財
政
構
造

を
硬
直
さ
せ
、
自
由
に
使
え
る
財
源

が
少
な
く
な
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

無
駄
を
な
く
し
、
ス
リ
ム
で
効
率

的
な
財
政
運
営
を
推
進
す
る
た
め
に

も
、
制
度
・
施
策
の
抜
本
的
な
見
直

（単位：千円）
項目 23年度 22年度 増減率
総額 9,054,348 8,700,310 4.1

義務的経費 4,702,242 4,568,393 2.9
人件費 1,912,547 1,862,530 2.7
扶助費 1,775,147 1,700,317 4.4
公債費 1,014,548 1,005,546 0.9

投資的経費 1,121,771 871,081 28.8
普通建設事業費 1,066,571 870,272 22.6
災害復旧事業費 55,200 809 6,723.2

その他の経費 3,230,335 3,260,836 － 0.9
うち補助費等 1,356,238 1,306,843 3.8
うち積立金 110,476 283,830 － 61.1

＊扶助費…住民福祉を支える経費 、医療費など
＊公債費…町の借金を返済する経費
＊普通建設事業費…公共工事などの経費

（単位：千円）
23年度 22年度 増減率

総額 9,285,899 8,917,005 4.1

うち町税 2,754,140 2,748,231 0.2

うち地方交付税 2,527,882 2,493,922 1.4

うち国県支出金 1,930,869 1,832,533 5.4

うち地方債 886,258 909,831 -2.6

うち繰入金 187,017 29,132 542.0

自主財源比率 3,499,367 3,214,967 8.8

依存財源比率 5,786,532 5,702,038 1.5

歳入決算額の状況（表１）

（
表
２
）　

歳
出
決
算
額
の
状
況

　

町
税
の
内
訳
を
見
る
と
、
個
人
町

民
税
が
０
．
８
％
の
微
増
で
、
法
人

町
民
税
は
前
年
に
比
べ
13
．
４
％
の

減
収
と
な
り
ま
し
た
が
、
軽
自
動
車

税
（
３
．
３
％
増
）
や
た
ば
こ
税

（
22
．
９
％
増
）
の
増
収
に
よ
り
、

昨
年
度
並
み
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
町
税
の
大
幅
な
増
加
は

期
待
で
き
な
い
状
況
に
あ
り
、
さ
ら

な
る
税
収
確
保
対
策
を
全
庁
あ
げ
て

行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
を
行
い
、
経
費
抑
制
に
努
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

補
助
費
等
の
内
容
は
、
藤
ケ
谷
清

掃
セ
ン
タ
ー
の
施
設
更
新
に
伴
う
別

杵
速
見
地
域
広
域
圏
事
務
組
合
へ
の

負
担
金
の
増
加
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

町
内
の
施
設
も
更
新
時
期
を
迎
え

て
い
ま
す
。
公
共
施
設
整
備
基
金
を

上
手
に
活
用
し
、
計
画
的
に
施
設
の

新
設
、
改
修
を
進
め
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。　

決
算
の
概
要

収
入
額
（
歳
入
）
の
概
要



　

町
の
借
金
は
ど
れ
く
ら
い
か
と
心

配
さ
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

平
成
17
年
度
末
に
96
億
円
あ
っ
た

残
高
も
、
行
財
政
改
革
の
実
施
に
よ

り
平
成
21
年
度
末
で
91
億
円
ま
で
減

ら
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
昨
年
度
、
学
校
施
設
の

耐
震
化
な
ど
を
前
倒
し
し
て
実
施

し
た
こ
と
に
よ
り
、
平
成
23
年
度

の
起
債
（
借
金
）
残
高
は
92
億
２
，

１
９
５
万
円
と
な
り
、
前
年
度
と
比

べ
る
と
０
．
２
％
増
え
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　

町
税
等
の
収
入
増
加
が
見
込
め
な

い
状
況
で
の
町
債
の
増
加
は
財
政
運

営
を
圧
迫
さ
せ
る
要
因
に
も
な
り
か

ね
ま
せ
ん
、
長
期
的
視
野
に
立
っ
た

起
債
管
理
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

町
の
預
金
で
あ
る
基
金
の
状
況
で

す
が
、
平
成
23
年
度
末
で
22
億
５
，

９
６
１
万
円
と
行
財
政
改
革
が
始

ま
っ
た
平
成
17
年
度
よ
り
10
億
円
近

く
の
積
み
増
し
を
行
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

基
金
は
年
度
間
の
財
源
不
足
に
対

応
し
た
り
、借
金（
起
債
）の
返
済（
償

還
）
に
対
応
す
る
た
め
の
も
の
で
あ

り
、
今
後
も
慎
重
に
運
用
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

指標で見る日出町の財政
　

市
町
村
の
財
政
運
営
が
健
全
な

の
か
、
破
た
ん
状
態
に
あ
る
の
か

を
財
政
指
数
を
用
い
て
チ
ェ
ッ
ク

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

財
政
構
造
の
弾
力
性
を
見
る
上

で
最
も
重
要
な
の
が
「
経
常
収
支

比
率
」
で
す
。
こ
の
指
数
が
75
％

を
越
え
る
と
弾
力
性
を
失
い
つ
つ

あ
る
と
い
え
ま
す
。

　

実
質
公
債
費
比
率
は
、
公
債
費

に
よ
る
財
政
負
担
の
程
度
を
示
す

も
の
で
、
こ
の
比
率
が
高
い
ほ
ど

硬
直
性
が
高
ま
り
、
25
％
以
上
に

＊経常収支比率

人件費・扶助費・公債費など容易に縮減すること

のできない経費に町税等の経常的な一般財源収入

がどの程度充当されているのかを測定します。

＊実質公債費比率

公債費に充当された一般財源の額が標準財政規模

に占める割合を表す指標です。

＊標準財政規模

標準的な行政活動を行うために必要な経常的一般

財源の総量です。

＊財政力指数

　 財政力を示す指数として用いられ、この数値が大

きいほど財源に余裕があるとされています。

平成23年度 平成22年度 県平均 
（H22年度）

経常収支比率 90.1 87.1 89.4

実質公債費比率 10.0 10.8 10.5

財政力指数 0.52 0.55 0.55

日出町の主な財政指標　　（単位：％）

な
る
と
一
部
の
起
債
（
借
金
）
が

制
限
さ
れ
ま
す
。

　

最
後
に
財
政
力
指
数
で
す
が
、

日
出
町
は
大
分
市
、
別
府
市
に
次

い
で
財
源
に
余
裕
が
あ
る
も
の

の
、
経
常
収
支
比
率
を
見
る
と
弾

力
性
に
富
ん
だ
良
い
財
政
状
況
に

あ
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
今
後

も
、
よ
り
一
層
の
経
常
経
費
の
抑

制
と
町
税
等
の
経
常
一
般
財
源
の

安
定
確
保
に
努
め
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。　

借
金
と
基
金
の
概
要

2,500,000

2,000,000

1,500,000

1,000,000

500,000

0
17年度末 21年度末 22年度末 23年度末

基金の状況

9,800,000

9,600,000

9,400,000

9,200,000

9,000,000

8,800,000
17年度末 21年度末 22年度末 23年度末

起債残高



平成 23 年度の８つの特別会計と水道事業会計について決算概要をお知らせします。
特別会計は、国民健康保険や公共下水道事業など特定の事業の収入を直接その支出に充
てるため、経理を独立して設けられるものです。

会　　計　　名 収　　入
うち一般会計
からの繰入金

支　　出

国民健康保険 31億492万円 1億5,165万円 30億7,094万円
簡易水道 1,034万円 155万円 1,034万円

公共下水道事業 7億8,969万円 2億1,587万円 7億8,965万円
老人保健 2万円 2万円 2万円

漁業集落排水事業 3,675万円 2,205万円 3,675万円
農業集落排水事業 4,030万円 2,628万円 4,030万円
介護 
保険

保険事業 22億5,060万円 2億9,970万円 22億3,673万円
サービス事業 2,082万円 711万円 2,082万円

後期高齢者医療 2億5,103万円 6,788万円 2億5,041万円

平成23年度　日出町水道事業会計決算
収　益　的　収　支

収入額（税込） ３億９，４２４万円
支出額（税込） ３億２，８６５万円

資　本　的　収　支
収入額（税込） ８８万円
支出額（税込） １億４，５６３万円

不足額は留保資金、減債積立金等
で補てんしました。

実施した主な事業平成23年度

■総務費
・コンピュータプログラム改修委託料
・東日本大震災被災者支援事業
・地デジ難視地域対策事業
■民生費
・介護基盤緊急整備事業
・生きがいづくり活動拠点整備事業
・ふじわら放課後児童クラブ開設事業
■衛生費
・子宮頸がん等予防接種委託料
・がん検診推進事業
■農林水産業費
・有害鳥獣被害対策事業
・豊岡漁港施設整備事業
・土地改良施設維持管理適正化事業
■商工費
・シルバー人材センター設立補助
■土木費
・都市再生整備事業
・鍛冶屋線道路改良事業
・大神瀬ノ上線道路改良事業
■消防費
・防災行政無線整備事業
■教育費
・豊岡小学校校舎増改築事業
・川崎小学校校舎耐震補強事業
・安養寺ふれあい広場芝生化事業
・大神中学校教育用パソコン購入費

完
成
し
た
豊
岡
小
学
校

　
　
　
　
　
　
（
１
期
工
事
）

町
道
大
神
瀬
ノ
上
線

安
養
寺
ふ
れ
あ
い
広
場
の
芝
生



≪町道赤山仁王線道路改良工事≫

　 日出佐尾地区の町道赤山仁王線の松屋寺付近

で道路改良工事を行います。延長72ｍ。

≪豊岡幼稚園給食搬入路設置工事≫

　 豊岡幼稚園の出入口付近で給食車が給食を搬

入できるように改造します。

≪町道豊岡新道線道路改良工事≫

　 豊岡本町地区の町道新道線の道路改良工事を

行います。延長87ｍ幅員６ｍ。

≪大神漁港荷捌施設路面復旧工事≫

　 大神漁港の給油タンク付近の荷
にさばき

捌施設未舗装

部分のコンクリート舗装を行います。

≪県道日出真那井杵築線配水管布設工事≫

　 大神原山地区の県道日出真那井杵築線の丸尾

橋付近の歩道部分に上水道本管φ100を109

ｍ埋設します。

≪土地改良施設維持管理適正化事業金井田頭首工修繕工事≫

　 川崎大峯地区の金井田川にある頭首工（転倒

堰）の取替え工事を行います。

≪城下公園東屋新築工事≫

　 城下公園東屋がシロアリ被害等により老朽化

したため建て替え工事を行います。

≪自然郷地区送水管布設替工事≫

　 藤原自然郷地区への送水管を更新します。延

長160ｍ。

≪町道島山線配水管布設工事≫

　 豊岡中の三地区の町道島山線に上水道配水管

φ100を160ｍ埋設します。

≪町道豊岡住宅団地３号線舗装修繕工事≫

　 日出団地地区の団地南児童公園に隣接した町

道豊岡住宅団地３号線の舗装工事を行いま

す。延長122ｍ。

≪H23年度(繰)日出６号雨水幹線布設工事(2工区)≫

　 日出本町地区の日出６号雨水幹線の工事で、

既設水路との接続工事を行います。

≪町道平原深江港線舗装修繕工事≫

　 大神上深江地区の町道平原深江港線の舗装工

事を行います。延長138ｍ。

8 月分発注分の公共工事を報告します

　

将
来
を
見
据
え
て

　
　
　

健
全
な
財
政
運
営
を

―
財
政
課
の
業
務
に
つ
い
て

　

今
回
は
、
財
政
に
つ
い
て
お
話
し
ま

す
。
私
ど
も
の
課
で
は
、
町
の
財
政
を

運
営
す
る
た
め
に
、
費
用
が
い
く
ら
必

要
か
、
そ
の
財
源
を
ど
う
す
る
か
と
い

う
計
画
を
立
て
る
予
算
編
成
と
、
そ
の

予
算
の
執
行
が
適
正
に
行
わ
れ
る
よ
う

チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
ま
す
。

公
共
施
設
整
備
を
行
う
場
合
、
国
や

銀
行
等
か
ら
の
多
額
の
借
り
入
れ
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
そ
の
借
入
れ
額
と
返

済
額
が
年
ご
と
に
偏
る
こ
と
が
無
い
よ

う
に
す
る
の
も
仕
事
の
一
つ
で
す
。

　

ま
た
、
毎
年
度
の
決
算
状
況
を
国
に

報
告
し
、
事
務
の
資
料
と
し
て
そ
の
内

容
を
分
析
・
検
討
す
る
と
共
に
、
将
来

に
向
け
た
計
画
「
中
期
財
政
計
画
」
も

作
成
し
て
い
ま
す
。

―
課
題
と
取
り
組
み

　

町
は
皆
さ
ん
に
一
番
近
い
公
共
団
体

と
し
て
、
住
民
の
安
全
安
心
を
確
保

し
、
将
来
の
日
出
町
を
見
通
し
た
公
共

施
設
の
整
備
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま

課
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

町
の
予
算
編
成
や
予
算
執
行

等
、
お
金
に
ま
つ
わ
る
全
て
を

取
り
扱
う
財
政
課
課
長
高
倉
伸

介
に
聞
き
ま
し
た
。　

す
。
こ
の
よ
う
な
施
策
を
着
実
に
実
施

し
て
い
く
為
に
は
、
よ
り
健
全
な
財
政

運
営
に
努
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

す
。
そ
の
た
め
に
も
、
税
や
各
種
料
金

の
収
納
率
向
上
を
図
り
、
自
主
財
源
の

確
保
に
全
庁
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

―
課
長
よ
り
一
言

現
下
の
厳
し
い
社
会
経
済
情
勢
に
あ

っ
て
、
町
民
の
皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た

貴
重
な
財
源
が
町
民
サ
ー
ビ
ス
に
最
大

限
の
効
果
を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は

健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
な
が
ら
、
町

債
や
基
金
を
計
画
的
に
活
用
し
、
状
況

の
変
化
に
的
確
に
対
応
し
な
が
ら
山
積

す
る
町
政
の
諸
課
題
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
で
す
。

財
政
課　

☎
73
―
３
１
５
３

高倉課長



人事行政の運営等の状況





　 　                                                  まちの話題　８月～９月

　日出町 facebook
   パソコンでも身近な情報が満載
  http://www.facebook.com/hijimachi　

公
民
館
で
講
演
会

話
を
聞
い
て
元
気
に
な
る

　

８
月
23
日
、日
出
町
健
康
づ
く
り
推
進

協
議
会
主
催
の
講
演
会
が
中
央
公
民
館

で
開
か
れ
ま
し
た
。講
師
に
東
九
州
短
期

大
学
の
松
田
順
子
教
授
を
迎
え
、「
も
の

は
考
え
よ
う
、気
持
ち
は
も
ち
よ
う
＝
幸

福
は
、心
一
つ
の
置
き
ど
こ
ろ
＝
」と
題

し
て
行
わ
れ
た
講
演
に
は
、１
９
４
名
が

参
加
し
、会
場
は
満
席
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
人
と
か
か
わ
る
こ
と
、
声
を
出
し
て

笑
う
こ
と
が
大
事
、今
日
聞
き
に
来
た
こ

と
も
大
切
な
こ
と
」と
、家
庭
で
の
出
来

事
な
ど
を
例
に
挙
げ
、客
席
の
方
と
会
話

を
交
わ
し
な
が
ら
進
む
松
田
氏
の
話
に

会
場
は
大
き
な
笑
い
で
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

日
出
町
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
で

は
、12
月
に
も
こ
の
よ
う
な
講
演
会
を
行

う
予
定
で
す
。

「
大
変
だ
け
ど
楽
し
い
」

中
学
生
の
職
場
体
験

　

町
内
の
中
学
２
年
生
が
９
月
、飲
食

や
小
売
、製
造
業
な
ど
70
以
上
の
事
業

所
や
商
店
で
２
〜
３
日
の
職
場
体
験
を

行
い
ま
し
た
。

　

ラ
ー
メ
ン
店
で
の
仕
事
を
選
ん
だ
の

は
日
出
中
学
２
年
の
市
川
く
ん
、吉
野

く
ん
、宇
喜
田
く
ん
。家
で
は
積
極
的
に

料
理
を
運
ん
だ
り
、洗
い
物
を
片
付
け

た
り
の
手
伝
い
を
し
な
い
そ
う
で
す

が
、お
店
の
方
に
教
わ
り
な
が
ら
店
内

の
掃
除
や
食
器
の
後
片
付
け
を
き
び
き

び
と
こ
な
し
て
い
ま
し
た
。

　

職
業
体
験
が
始
ま
っ
た
頃
か
ら
中
学

生
を
受
け
入
れ
て
い
る
ラ
ー
メ
ン
店

「
万
来
」
の
丸
山
さ
ん
は
、「
み
ん
な
に

元
気
を
も
ら
っ
て
い
る
。体
験
し
て
覚

え
た
こ
と
を
家
で
も
実
践
し
て
欲
し

い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

元
気
な
お
年
寄
り
が
た
く
さ
ん

敬
老
の
日
慶
賀
訪
問

　

９
月
の
敬
老
の
日
を
前
に
、町
で

は
、90
歳
以
上
の
方
に
お
祝
い
の
品

を
贈
呈
し
ま
し
た
。今
年
度
対
象
と

な
る
方
は
４
７
３
名
で
、町
長
や
課

長
ら
が
お
年
寄
り
の
住
む
施
設
や
自

宅
を
訪
れ
、お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ

ま
し
た
。

　

町
内
の
介
護
老
人
保
健
施
設
を
訪

れ
た
町
長
は「
皆
さ
ん
が
お
元
気
そ

う
で
な
に
よ
り
で
す
」
と
挨
拶
し
、

代
表
の
方
に
記
念
品
を
手
渡
し
ま
し

た
。

　

町
内
の
最
高
齢
女
性
で
今
年

１
０
８
歳
に
な
る
阿
部
シ
ス
ヱ
さ
ん

が「
施
設
の
方
が
良
く
し
て
く
れ
る

の
で
、楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。町

の
こ
と
に
励
ん
で
く
だ
さ
い
」と
応

え
ま
し
た
。

阿部シスヱさん

　今年、95歳になった安部恒幸さんのお宅を訪ねた
際には、安部さんが感謝の気持ちと、ご自身の思い
を綴った手紙を朗読して下さいました。



Ｊ
Ａ
共
済
が
寄
付

交
通
事
故
対
策
に
役
立
て
て

　

８
月
28
日
に
、べ
っ
ぷ
日
出
農
業
協

同
組
合
の
伊
藤
秀
憲
組
合
長
が
町
長
室

を
訪
れ
、日
出
町
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
及

び
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
設
置
に
対
し
、助
成

金
２
０
０
万
円
の
目
録
を
工
藤
町
長
に

手
渡
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
を

行
っ
て
い
る
Ｊ
Ａ
が
地
元
の
自
治
体
と

連
携
し
、有
効
な
交
通
事
故
対
策
を
実

施
す
る
こ
と
に
よ
り
安
全
・
安
心
な
地

域
づ
く
り
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
活
動
の
一
環
で
す
。

　
「
町
民
の
安
全
を
守
る
た
め
、有
効
に

使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」と
町
長
が

お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

こ
の
助
成
金
に
よ
り
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

を
三
尺
山
に
、ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
薄
尾

や
藤
原
東
部
等
に
設
置
し
ま
し
た
。

元
気
に
活
躍
す
る
高
校
生

花
の
力
で
ま
ち
を
元
気
に

　

自
分
た
ち
で
育
て
た
ひ
ま
わ
り
の
花

１
０
０
本
を
役
場
や
日
出
支
援
学
校
な

ど
の
施
設
に
贈
呈
す
る
た
め
、
日
出
暘

谷
高
校
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
の
代
表

５
名
が
役
場
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

㈱
ト
キ
ハ
が
行
う
「
元
気
い
っ
ぱ
い

ひ
ま
わ
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環
で

育
て
た
も
の
で
、
高
校
の
花
壇
に
は

１
，
２
０
０
本
の
ひ
ま
わ
り
が
花
を
咲

か
せ
ま
し
た
。「
あ
ざ
や
か
な
ひ
ま
わ

り
で
地
域
を
活
気
づ
け
た
い
」
と
、
生

徒
が
地
域
に
贈
呈
す
る
こ
と
を
決
め
た

そ
う
で
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
長
の
吉
田
智
哉

く
ん
は
「
夏
休
み
中
も
交
代
で
世
話
を

し
た
花
を
多
く
の
方
に
見
て
欲
し
い
」

と
町
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。　

町
内
で
３
つ
の
個
人
・
団
体

大
分
県
教
育
奨
励
賞
受
賞

　

８
月
27
日
、
県
庁
で
行
わ
れ
た「
大

分
県
教
育
奨
励
賞
」の
表
彰
式
で
町
内

の
３
つ
の
団
体
・
個
人
に
県
教
育
委
員

会
か
ら
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。こ
の
賞

は
児
童
・
生
徒
の
文
化
活
動
や
地
域
住

民
の
支
援
活
動
な
ど
を
表
彰
す
る
も
の

で
、平
成
22
年
に
始
ま
り
、今
年
で
３
回

目
と
な
り
ま
す
。

　

今
回
の
受
賞
者
は
、南
端
小
学
校
の

児
童
会
・
中
学
校
の
生
徒
会
が
行
う
帆

足
萬
里
の
私
塾
跡
清
掃
を
は
じ
め
と
す

る「
地
域
貢
献
」。

　

赤
松
地
区
子
ど
も
会
と
藤
原
地
区
育

成
会
会
長
で
あ
る
長
野
典
明
さ
ん
が
行

う
伝
統
の
伝
承
・
指
導
な
ど
の「
学
校
支

援
活
動
」。

　

川
崎
小
学
校
司
書
の
河
野
真
由
美
さ

ん
が
行
う
児
童
が
行
き
た
く
な
る
図
書

館
づ
く
り
な
ど
の
取
り
組
み
が
評
価
さ

れ
た
も
の
で
す
。

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
４
位
入
賞

　

日
出
暘
谷
高
校
の
男
女
生
徒
８
人
が

７
月
24
日
に
行
わ
れ
た
第
8
回
大
分
県

商
業
科
ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ィ
ア
コ
ン
テ

ス
ト
で
外
国
人
観
光
客
の
集
客
を
目
的

と
し
た「
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
」を
発
表

し
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

日
出
町
役
場
で
も
関
係
課
長
を
前
に

発
表
し
た
脇
坂
さ
ん
と
山
口
さ
ん
は
、

「
コ
ン
テ
ス
ト
は
審
査
さ
れ
て
い
る
の

で
す
ご
く
緊
張
し
ま
し
た
」と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　

来
年
も
出
場
予
定
の
２
人
は
、「
今

年
は
準
備
期
間
が
短
か
か
っ
た
の
で
、

来
年
は
き
ち
ん
と
準
備
し
て
上
位
を
目

指
し
た
い
」と
次
の
コ
ン
テ
ス
ト
に
向

け
、決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

古い畳やソファを利用してくつろげる
空間を作った川崎小学校の図書館



皆
様
の
生
活
の
一
役
に

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
10
月
１
日
運
行
開
始
！

笑
顔
を
運
ぶ
バ
ス

　

日
出
町
で
は
南
端
小
・
中
学
校
の
ス

ク
ー
ル
バ
ス
の
空
き
時
間
を
利
用
し
、

５
年
前
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運

行
を
継
続
し
て
き
ま
し
た
。

　
「
自
分
で
運
転
す
る
の
が
怖
く
な
っ

た
か
ら
、
買
い
物
や
病
院
に
行
く
の
に

助
か
る
」
と
い
う
お
年
寄
り
な
ど
の
移

動
手
段
の
一
端
を
担
う
バ
ス
で
す
が
、

地
域
の
交
流
の
場
と
し
て
も
機
能
し
て

い
ま
す
。

　

毎
週
、
中
央
公
民
館
に
体
操
に
行

く
た
め
に
利
用
し
て
い
る
と
い
う
女

性
グ
ル
ー
プ
は
車
内
で
お
し
ゃ
べ
り

に
花
を
咲
か
せ
ま
す
。「
○
○
さ
ん
、

さ
っ
き
家
を
出
よ
っ
た
け
ん
、
も
う

ち
ょ
っ
と
（
出
発
を
）
待
っ
て
あ
げ

て
」、「
毎
週
、
同
じ
時
間
に
乗
る
人

の
姿
が
見
え
な
い
と
心
配
な
ん
よ
」

と
帰
宅
後
に
家
を
訪
ね
る
こ
と
も
あ

る
そ
う
で
す
。

　

バ
ス
を
降
り
る
と
き
に
は
「
い
っ

て
ら
っ
し
ゃ
い
」、
帰
り
の
バ
ス
で

は
「
お
帰
り
な
さ
い
」。
そ
ん
な
声

が
聞
こ
え
る
南
端
線
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
バ
ス
は
、
買
い
物
の
荷
物
と
た
く

さ
ん
の
笑
顔
を
運
ん
で
い
ま
す
。

南端地区と

まちをつなぐバス。

車内で聞こえる

地域の人々の様子。

運動教室を終え、バスに手
を振るお母さん方（写真上）
「荷物持とうか？」と自然
と助け合うバスの車内（写
真下）

　

公
共
交
通
空
白
地
域
解
消
の
た
め
、

10
月
１
日
よ
り
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

試
行
運
転
を
行
い
ま
す
。

■
路
線
と
運
行
日

　

豊
岡
線（
月
曜
）

　

藤
原
赤
松
線（
火
曜
）

　

藤
原
一
北
線（
水
曜
）

　

川
崎
線（
木
曜
）

　

大
神
線（
金
曜
）

　

南
端
県
道
線（
月
・
水
・
金
曜
）

　

南
端
農
道
線（
火
・
木
曜
）

　

全
て
の
路
線
が
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

中
央
公
民
館
、
暘
谷
駅
を
経
由
し
、
最
終

的
に
は
日
出
町
役
場
に
到
着
し
ま
す
。

■
運
行
の
時
間
帯

　

 

朝　

各
地
区
か
ら
役
場
ま
で

　

昼　

 

役
場
か
ら
各
地
区
ま
で
行
き
折

り
返
し
て
役
場
ま
で

　

夕　

役
場
か
ら
各
地
区
ま
で

■
乗
車
料
金

　

中
学
生
以
上 

２
０
０
円

　

小
学
生 

１
０
０
円

　
 

＊
身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
ま

た
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の

交
付
を
受
け
て
い
る
方
は
手
帳
の
提

示
に
よ
り 

１
０
０
円

　

６
歳
以
下
の
未
就
学
児 

無
料

　

電
話
予
約
に
応
じ
て
運
行
を
行
う

「
デ
マ
ン
ド
地
区
」
や
希
望
の
降
車
場

所
を
事
前
に
運
転
手
に
知
ら
せ
て
降
車

を
行
う「
フ
リ
ー
降
車
区
域
」を
設
け
て

い
ま
す
。

　

詳
し
い
情
報
は
９
月
13
日
に
各
戸

配
布
し
た「
日
出
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
路
線
図
と
時
刻
表
」を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

■
問
合
先　

政
策
推
進
課　

☎
73
‐
３
１
１
６

各戸へ配布していますのでご確認ください

制度改正や手続き、暮らしに役立つ行政情報のお知らせ



一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引

　
　
　

に
は
届
出
が
必
要
で
す

　

一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
を
行
っ

た
場
合
、契
約
締
結
後
２
週
間
以
内
に

国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ
く
届
出
が
必

要
で
す
。

▼
届
出
が
必
要
な
土
地
面
積

　

○
都
市
計
画
区
域
内　

５
千
㎡
以
上

　

○
都
市
計
画
区
域
外　

１
万
㎡
以
上

▼
届
出
者 

　

土
地
の
権
利
取
得
者

▼
届
出
が
必
要
な
土
地
取
引

　
 

売
買
、
交
換
、
営
業
譲
渡
、共
有
持
分

の
譲
渡
等

▼
届
出
書
類

　

 

土
地
売
買
等
届
出
書
、契
約
書
の
写

し
、位
置
図
、周
辺
案
内
図
、字
図
等

■
問
合
先

　

政
策
推
進
課
☎
73-
３
１
１
６

ご
存
じ
で
す
か
？
検
察
審
査
会

　

交
通
事
故
や
、
詐
欺
な
ど
被
害
に

あ
っ
た
の
に
、検
察
官
が
そ
の
事
件
を

裁
判
に
か
け
て
く
れ
ず
、納
得
で
き
な

い
と
い
う
不
満
を
お
持
ち
の
方
の
た
め

に
、審
査
を
行
う
機
関
と
し
て
検
察
審

査
会
が
あ
り
ま
す
。相
談
は
無
料
で
す

の
で
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

大
分
検
察
審
査
会
事
務
局

☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
７
１
６
１

　

10
月
15
日
か
ら
21
日
は

　
　
　
　
　

行
政
相
談
週
間
で
す

　

行
政
相
談
と
は
、国
や
役
場
の
仕
事

の
手
続
き
、サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
困
っ

た
時
に
話
が
で
き
る
身
近
な
相
談
窓
口

で
す
。相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
行
政
相
談
週
間　

特
別
相
談
会

　

10
月
23
日（
火
）

　

10
時
〜
15
時

　

役
場
３
３
３
会
議
室

■
定
例
相
談
会

　

毎
月
第
１
火
曜
日　

　

10
時
〜
15
時

　

役
場
３
３
３
会
議
室

■
問
合
先　

総
務
課
☎
73-

３
１
５
０

建
築
物
実
態
調
査
に
つ
い
て

　

国
土
交
通
省
で
は
、建
築
物
及
び
住

宅
の
建
築
状
況
等
を
調
査
し
、
住
宅
・

建
築
行
政
等
の
基
礎
資
料
を
得
る
こ
と

を
目
的
に
毎
年「
建
築
物
実
態
調
査
」を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

11
月
15
日（
木
）ま
で
に
県
ま
た
は
町

の
調
査
員
が
お
宅
を
訪
問
し
、質
問
形

式
で
実
施
し
ま
す
。調
査
内
容
は
、統
計

上
の
目
的
以
外
に
使
用
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。　

■
問
合
先　

　

都
市
建
設
課
☎
73-

３
１
７
２

＜町営・仁王住宅＞　１戸

所在地　日出町 970番地

　　　　構　造　中層耐火構造

　　　　家　賃　17,200 円～ 25,600 円

　　　　駐車場　１台のみ（無料）

　　　　※浴槽、ボイラーは完備。下水道設備有。

＜町営・豊岡住宅＞　２戸

所在地　日出町大字豊岡 6060 番地 29

　　　　構　造　中層耐火構造

　　　　家　賃　12,300 円～ 19,300 円

　　　　駐車場　１台のみ（無料）

　　　　※浴槽、ボイラーは入居者負担、下水道設備有。

＜町営・辻間住宅＞　１戸

所在地　日出町大字豊岡 6100 番地 125

　　　　構　造　中層耐火構造

　　　　家　賃　16,200 円～ 24,200 円

　　　　駐車場　１台のみ（無料）

　　　　※浴槽、ボイラーは完備。下水道設備有。

■募集期間　　10月１日(月 )～10月15日 (月 )

■応募資格　　次のすべてに該当する方

　①　 町内に住所を有する、または勤務先が町内

にあること。

　②　 入居者の合算所得が年額 1,896,000 円以

下であること。

　③　税金の滞納がないこと。

　④　入居者名義の持家がないこと。

　⑤　 独立していて、他の者の扶養に入ってない

こと。

　⑥　住宅に困っていること。

　⑦　入居者が暴力団員ではないこと。

■抽 選 　10月 25日 ( 木 )10 時～

　　　　　役場旧館 3階　大会議室

■申込・問合先　　

　　　　都市建設課管理係　　☎ 73 -3172

町営住宅入居者募集
全４戸



農
地
利
用
状
況
調
査
の
実
施

　

農
地
法
が
改
正
さ
れ「
農
地
の
利
用

状
況
調
査
」の
実
施
が
義
務
づ
け
ら
れ

ま
し
た
。日
出
町
農
業
委
員
会
で
は
、10

月
〜
12
月
ま
で
を「
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

月
間
」と
定
め
、

①
遊
休
農
地
の
実
態
把
握
と
発
生
防
止

②
農
地
の
違
反
転
用
防
止
対
策

を
目
的
と
し
て
毎
年
１
回
、農
業
委
員

(

調
査
員)

が
農
地
の
利
用
状
況
調
査

を
実
施
し
ま
す
。

　

農
家
の
皆
様
の
圃ほ

じ
ょ
う場

に
立
ち
入
り
、

調
査
す
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
が
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

遊
休
農
地
活
用
に
関
す
る

　
　

意
向
確
認
の
提
出
に
つ
い
て

　

遊
休
農
地
解
消
の
た
め
、対
象
農
地

に
対
し
て
意
向
確
認
書
を
７
月
に
送
付

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

農
地
の
再
生
利
用
を
推
進
す
る
と
同

時
に
、鳥
獣
被
害
や
病
害
虫
の
発
生
に

よ
る
近
隣
農
地
へ
の
被
害
を
防
ぎ
ま

す
。

　

ま
だ
、返
送
が
お
済
で
な
い
方
に
つ

き
ま
し
て
は
、早
急
に
同
封
の
封
筒
に

て
返
送
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

日
出
町
農
業
委
員
会
☎
73-

３
１
２
５

10
月
１
日
は
「
浄
化
槽
の
日
」

　
「
浄
化
槽
の
日
」は
、浄
化
槽
法
が
昭

和
60
年
10
月
１
日
に
施
行
さ
れ
た
の
を

記
念
し
て
設
け
ら
れ
た
も
の
で
、町
で

は
浄
化
槽
の
周
知
や
普
及
と
と
も
に
、

適
正
な
維
持
管
理
を
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。

　

浄
化
槽
は
、し
尿
や
生
活
雑
排
水
を

処
理
す
る
た
め
の
施
設
で
あ
り
、下
水

道
と
と
も
に
私
た
ち
の
快
適
な
生
活
環

境
や
公
衆
衛
生
を
守
る
う
え
で
大
切
な

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
、適
正

な
維
持
管
理
を
怠
る
と
、本
来
の
機
能

が
果
た
さ
れ
な
く
な
り
、放
流
水
の
水

質
が
悪
化
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

浄
化
槽
を
設
置
し
た
ら
、必
ず
浄
化

槽
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
水
質
検
査
を

受
け
、清
掃
や
保
守
点
検
を
通
じ
て
適

正
な
維
持
管
理
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

浄
化
槽
設
置
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　

補
助
金
制
度

　

日
出
町
で
は
、下
水
道
が
整
備
さ
れ

て
い
な
い
地
域
に
お
い
て
浄
化
槽
の
設

置
替
え
を
す
る
方
に
補
助
を
行
っ
て
い

ま
す
。設
置
替
え
を
ご
検
討
の
方
は
、お

気
軽
に
上
下
水
道
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

上
下
水
道
課
☎
73
‐
３
１
２
４

藩
校
の
古
机
で
綴
る

 

致
道
館
雑
話
第五回

　

町
の
重
要
な
施
策
の
ひ
と
つ
で
あ
る

企
業
誘
致
、
企
業
が
進
出
す
る
こ
と
で

雇
用
創
出
や
税
収
増
、
経
済
波
及
効
果

等
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
６
月
、
藤
原
一
北
に
お
よ
そ

２
，
０
０
０
㎡
の
工
場
の
建
設
を
表
明

し
た
「
由
布
合
成
化
学
株
式
会
社
」
の

新
工
場
が
11
月
の
竣
工
に
向
け
て
急
ピ

ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

電
子
・
機
工
部
品
組
み
立
て
等
を
行

う
同
社
が
日
出
町
に
新
工
場
を
建
設
す

る
も
の
で
す
。

　

従
業
員
３
０
０
名
規
模
の
工
場
で

は
、
新
規
雇
用
50
名
を
現
在
募
集
し
て

い
ま
す
。
募
集
職
種
は
精
密
機
械
の
組

み
立
て
・
検
査
業
務
で
す
。

採
用
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は

　

由
布
合
成
化
学
㈱
別
府
工
場

　

㈱
ユ
ー
ビ
ッ
ク　

　

☎
27
‐
８
０
０
２
（
総
務
課
）

誘致企業の新工場
50名の従業員を募集中

６月の調印式の様子

　

夏
休
み
子
ど
も
教
室
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
歴
史
体
験
教
室
を
８
月
下
旬
、
初

め
て
開
催
し
た
。
参
加
は
小
学
５
、６

年
生
10
人
。

　

最
初
に
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
大
分
市
元

町
の
大
友
氏
遺
跡
体
験
学
習
館
へ
。　

　

こ
こ
で
は
学
芸
員
、
作
業
員
さ
ん
に

交
じ
っ
て
、
実
際
の
発
掘
体
験
を
し

た
。

　

昔
、
大
友
館
隣
り
、
万ま

ん
じ
ゅ
じ

寿
寺
門
前
の

府
内
随
一
の
商
家
筋（
商
店
街
）が
あ
っ

た
所
。
商
家
の
店
前
に
あ
っ
た
側
溝
一

帯
を
み
ん
な
で
発
掘
。「
何
か
あ
る
。

え
っ
、銅
銭
の
半
分
！
や
っ
た
あ
」、「
こ

れ
、
石
じ
ゃ
な
い
よ
。
水
ガ
メ
の
土
器

の
カ
ケ
ラ
か
ぁ
。
で
も
遺
物
で
す
か
。

よ
し
、
こ
の
辺
、
探
そ
う
。
も
っ
と
出

る
」
と
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
下
の
額
は
汗

び
っ
し
ょ
り
な
が
ら
、
み
ん
な
嬉
々
と

し
た
作
業
。

　

日
出
町
に
戻
り
、
建
築
中
の
隅す

み
や
ぐ
ら櫓

、

二
の
丸
館
を
見
学
し
て
、
致
道
館
に
。

　

裏
庭
で
実
施
し
て
い
る
発
掘
作
業
を

見
て
、「
お
お
、
日
出
で
も
遺
跡
の
発

掘
し
ち
ょ
る
」、「
や
り
て
え
な
」
と
ワ

イ
ワ
イ
。

　

最
後
に
、
こ
の
日
の
感
想
を
書
い
て

も
ら
っ
た
。「
来
年
も
参
加
し
た
い
」、

「
夏
休
み
最
高
の
一
日
」
な
ど
。
引
率

講
師
も
サ
イ
コ
ー
ッ
。

　
　
　
　
　
　
　
　

館
長
・
佐
藤
雅
秀



日出町長　工藤　義見

その 68

だ
よ
り

町
長
就
任
式
で
の
職
員
訓
示
・
あ
い
さ
つ

　

町
長
第
３
期
目
に
あ
た
り
、
９
月
５
日
の
就

任
式
で
職
員
に
対
し
以
下
の
よ
う
に
訓
示
を
行

い
ま
し
た
。（
紙
面
の
都
合
で
一
部
を
省
略
、

ま
た
は
要
約
し
て
掲
載
し
ま
し
た
。）

　

平
成
16
年
９
月
、
町
長
に
就
任
し
て
２
期
８

年
間
を
経
過
。
本
日
か
ら
第
３
期
目
の
町
政
を

担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ご
承
知
の
よ
う
に
、
平
成
16
年
の
就
任
当
初

に
は
単
独
の
町
政
を
提
唱
し
、「
町
政
の
刷
新
」

そ
し
て
「
浮
揚
に
挑
戦
」
を
掲
げ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
第
２
期
目
に
は
、
自
立
、
活
力
、
発

展
を
掲
げ
て
、
誠
心
誠
意
、
公
正
な
態
度
で
町

政
に
取
り
組
み
、
町
民
皆
さ
ん
の
参
加
、
職
員

皆
さ
ん
の
創
意
工
夫
、
英
知
を
集
め
て
町
政
を

推
進
し
ま
し
た
。

　

種
々
の
対
策
を
講
じ
る
中
で
、
町
財
政
の
健

全
化
を
進
め
、
当
初
計
画
と
は
大
き
く
相
違
し
、

平
成
23
年
度
末
の
決
算
で
は
、
財
政
調
整
基
金
、

減
債
基
金
の
両
基
金
で
積
み
増
し
を
行
い
、
借

金
は
逐
年
減
少
し
、
改
革
は
着
実
に
成
果
を
挙

げ
、
町
政
自
立
の
道
筋
は
概
ね
出
来
上
が
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
間
、
町
政
の
道
筋
は
必
ず
し
も
平
坦
な

も
の
で
は
な
く
、
多
難
で
あ
り
ま
し
た
が
、
第

１
次
、
第
２
次
の
改
革
を
通
し
て
町
長
な
ど
三

役
の
報
酬
の
減
額
、
職
員
給
料
の
５
％
カ
ッ
ト
、

定
員
の
削
減
、
事
務
事
業
の
見
直
し
、
組
織
の

改
変
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
や
や
性
急
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
町
政
を
担
う
使
命
の
重
大
さ
を

痛
感
し
、
強
い
信
念
の
下
に
、
行
財
政
改
革
を

押
し
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

今
省
み
る
と
、
一
応
の
成
果
を
得
て
い
ま
す

こ
と
は
、
議
員
各
位
、
町
民
皆
さ
ん
の
ご
支
援
、

ご
協
力
の
賜
で
あ
り
、
と
り
わ
け
、
共
に
町
行

政
を
担
当
し
た
幹
部
職
員
を
は
じ
め
、
多
く
の

職
員
の
ご
協
力
あ
っ
て
の
こ
と
で
、
こ
こ
に
深

く
感
謝
し
ま
す
。

　

当
初
か
ら
人
口
３
万
人
の
町
を
目
指
し
て

い
ま
す
が
、
平
成
22
年
の
国
勢
調
査
結
果
で

は
５
８
１
人
の
増
に
止
ま
っ
て
お
り
、
住

民
基
本
台
帳
上
の
人
口
は
、
本
日
現
在
で
、

２
万
８
千
８
９
６
人
で
、
今
後
と
も
人
口
増
加

へ
の
一
層
の
取
り
組
み
を
必
要
と
し
て
い
ま

す
。

　

恵
ま
れ
た
環
境
を
保
全
整
備
し
、
ま
た
地
域

力
を
高
め
、
歴
史
的
、
文
化
的
遺
産
や
資
源
、

さ
ら
に
恵
ま
れ
た
自
然
資
源
を
活
用
し
て
、
将

来
を
見
据
え
た
町
政
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

協
働
で
取
り
組
む
元
気
、
発
展
の
ひ
じ
町

　

課
題
で
あ
り
ま
し
た
杵
築
速
見
消
防
組
合
の

本
部
・
杵
築
庁
舎
の
改
築
は
済
み
ま
し
た
が
、

今
後
、
同
通
信
施
設
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
藤
ヶ
谷

清
掃
セ
ン
タ
ー
の
全
面
改
修
、
ま
た
杵
築
速
見

環
境
浄
化
組
合
の
設
備
の
更
新
、
町
下
水
道
浄

化
施
設
の
第
３
系
統
の
改
修
・
整
備
を
期
し
て

し
て
行
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
老
朽
化
し
て
い
る
学
校
施
設
の
耐
震

強
化
の
取
り
組
み
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の
改
修

等
々
今
後
の
課
題
も
多
く
抱
え
て
い
ま
す
。

　

第
３
期
の
町
政
は
、
着
実
に
諸
般
の
課
題
の

解
決
を
し
な
が
ら
、
ま
た
財
政
運
営
の
健
全
化

を
維
持
し
な
が
ら
の
町
政
運
営
で
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

厳
し
い
社
会
、
経
済
情
勢
の
中
で
、
多
く
の

課
題
が
あ
り
ま
す
が
、
日
出
町
に
は
他
地
区
に

な
い
、
素
晴
ら
し
い
歴
史
的
、
文
化
的
、
社
会

的
遺
産
、
さ
ら
に
恵
ま
れ
た
自
然
資
源
が
あ
り
、

そ
し
て
社
会
の
第
一
線
は
退
い
て
も
素
晴
ら
し

い
知
識
、
経
験
、
技
術
を
有
す
る
人
材
が
沢
山

い
ま
す
。

　

埋
も
れ
た
資
源
や
人
材
を
生
か
し
て
、
磨
き

を
か
け
れ
ば
、
さ
ら
に
住
み
よ
い
町
と
し
て
大

い
な
る
評
価
を
得
る
こ
と
が
出
来
、
も
っ
と

も
っ
と
発
展
す
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。

　

言
う
ま
で
も
無
く
、
町
長
の
職
責
は
極
め
て

重
要
で
、
重
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
現
世
代
や

次
世
代
の
人
た
ち
の
た
め
に
、
広
い
視
野
と
長

期
的
な
視
点
に
立
っ
て
、
町
政
の
諸
課
題
に
積

極
的
に
挑
戦
し
て
、
明
る
い
展
望
を
開
い
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に

（
１
）
自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
、
税
収
を
伸

ば
す
た
め
に
定
住
人
口
を
増
や
し
、・
・
・
企

業
誘
致
を
促
進
し
、
ま
た
交
流
人
口
を
増
や

し
・
・
賑
わ
い
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

（
２
）
日
出
暘
谷
高
校
跡
地
の
残
さ
れ
た
部
分

の
活
用
、
暘
谷
駅
周
辺
の
整
備
と
、
中
心
市
街

地
の
再
生
や
、
歴
史
文
化
の
薫
り
高
い
日
出
城

址
周
辺
の
景
観
保
全
な
ど
を
通
し
て
観
光
拠
点

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

（
３
）
少
子
化
、
高
齢
化
が
進
み
ま
す
。
医
療

対
策
、
教
育
、
子
育
て
支
援
な
ど
福
祉
施
策

の
充
実
、
関
係
機
関
と
の
連
携
・
協
力
を
得

て
、
商
工
業
・
農
業
・
水
産
業
の
振
興
、
後

継
者
の
育
成
を
は
か
り
ま
す
。

（
４
）
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
、
生
涯
学
習

の
充
実
、
地
域
文
化
活
動
の
推
進
。

（
５
）
各
地
域
の
特
性
を
生
か
し
、
地
域
の

活
性
化
と
資
源
の
有
効
活
用
を
図
る
。

　

今
回
の
町
長
選
で
「
協
働
で
育
む
元
気
、

発
展
の
ひ
じ
町
」「
対
話
と
ふ
れ
合
い
」
を

掲
げ
ま
し
た
。
諸
施
策
に
よ
り
地
域
の
力
を

高
め
、
人
口
増
加
で
３
万
人
の
町
へ
発
展
す

る
こ
と
、
多
く
の
資
源
や
優
位
な
条
件
を
活

か
し
て
飛
躍
発
展
す
る
町
政
で
あ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

　

職
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門

に
お
い
て
、
日
出
町
の
第
４
次
日
出
町
総
合

計
画
の
目
指
す
方
向
に
沿
い
な
が
ら
、
こ
れ

ら
の
理
念
、
施
策
を
念
頭
に
お
い
て
、
仕
事

に
精
進
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
も
ず
っ
と
強
調
し
て
き
ま
し

た
が
、
役
場
は
町
民
皆
さ
ん
へ
の
奉
仕
機
関

で
あ
り
、
町
民
皆
さ
ん
へ
の
対
応
は
、
職
員

自
ら
一
人
ひ
と
り
が
、親
切
、丁
寧
、笑
顔
で
、

そ
し
て
、
仕
事
は
迅
速
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

町
民
皆
さ
ん
と
の
対
話
と
ふ
れ
あ
い
を
大

切
に
し
な
が
ら
、
町
民
皆
さ
ん
の
期
待
に
沿

う
行
政
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

私
も
、
初
心
に
立
ち
返
り
、
誠
実
か
つ
公

正
に
、
町
政
発
展
と
町
民
福
祉
の
向
上
に
向

か
っ
て
邁
進
す
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

　

ど
う
か
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
格
別
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
し
て
、
就
任
の
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

　

(　

次
号
へ
つ
づ
く　

)



健　康
子育て
10月の休日当番医
　　　健康増進課 ☎ 73‐ 3130

＊診療時間 9時～ 17時
＊  町報発行後に休日当番医が変更に
なる場合があります。各医療機関
や健康増進課にご確認ください。

10月の休日当番医
７日　大石内科医院 72-2121
８日　岡田内科クリニック 28-0101
14日　日出中央医院 72-2534
21日　日出児玉病院 72-2724
28日　鈴木病院 73-2131

11月の休日当番医
３日　サンライズ酒井病院 72-2266
４日　川崎診療所  28-1611
11日   てしまこどもの杜クリニック 28-0870
18日　吉岡内科医院 73-2787

高齢者肺炎球菌ワクチン予防接種費用の
一部助成を始めます！！

■対象者　　日出町に住民票があり、今年度75歳に達する年齢以上の方。

　　　　　　（昭和13年４月１日以前に生まれた方）

　　　　　　※上記年齢の方が対象となるのは今年度のみです。

■助成期間 　10月１日（月）～平成25年３月31日（日）

■助成額　　 上限3,000円（１人１回限り）

■実施医療機関

　多くの医療機関で予約が必要となります。事前にお問合わせください。

■方法

　①医療機関に電話等で予約

　②医療機関にて委任状記入

　③お支払（各医療機関が設定する接種費用から助成額を差し引いた額）

■予防接種を受ける際に必要なもの

　・印鑑（委任状記入時）

　・健康保険証や運転免許証等（住所・年齢が確認できるもの）

■問合先　健康増進課　☎７３‐３１３０

大石内科医院 72‐2121 すずらんクリニック 73‐2151
岡田内科クリニック 28‐0101 日出児玉病院 72‐2724
川崎診療所 28‐1611 日出中央医院 72‐2534
こうまつ循環器科内科クリニック 73‐0077 真那井診療所 72‐5270
酒井医院 72‐2624 矢野小児科医院 72‐1011
サンライズ酒井病院 72‐2266 吉岡内科医院 73‐2787
鈴木病院 73‐2131 サンライズ・ビュー 73‐2822

　10月の定期払いの児童手当の

振込日は10月12日（金）です。

　今回の支払いは平成24年６月

分～９月分の手当で、所得制限

が導入されています。登録され

ている通帳でご確認ください。

＊６月にお願いしている現況届

が未提出の方は、手当が差し止

めになっています。早めのお手

続きをお願いします。

■問合先　福祉対策課
　　　　　　　☎73‐3121

10 月の児童手当
振込について

　国民年金保険料は所得税及び住民

税の確定申告において、社会保険料

控除の対象となります。

　平成24年１月１日から９月30日の

間に、国民年金保険料を納付された

方には「社会保険料（国民年金保険

料）控除証明書」が11月上旬までに

日本年金機構から送付されます。　

　年末調整や確定申告の際には、こ

の証明書または領収書が必要になり

ますので大切に保管してください。

■問合先　別府年金事務所

　　　　　　　　　☎22‐5111

社会保険料（国民年金保険料）
控除証明書が送付されます。



日出町地域子育て支援センター
 ☎28‐1212

●子育て広場・子育て相談・援助
　月～金　9時～ 16時
●赤ちゃん広場（0歳～２歳）
　 ２日 ･９日 ･16 日・23日・30日
　（毎週火曜）10時～ 12時
●エアロビクス教室（0歳～就学前）
　12日（金）･26日（金）10時 45分～
●誕生会（0歳～就学前）
　15日（月）11時～
●ハンドベルで奏でよう（0歳～就学前）
　17日（水）11時～
●山の音楽家になろう（0歳～就学前）
　22日（月）10時～ 12時　中央公民館

日出町児童館 ☎72‐0323

● 親子リトミック教室（乳幼児・要申
込）２日（火）11時～ 12時

● ひじまちじどうかんまつり　20 日
（土）13時～ 16時　今年も保健福祉
センターにキッズタウンがオープン！
● ＷＡＫＵＷＡＫＵつみきくらぶ
　（乳幼児）24日（水）10時 30分～ 12時
●たのしい絵本読み聞かせ（乳幼児）　
　26日（金）11時 15分～ 11時 45分

さざんか児童館 ☎72‐8383

●絵本の読み聞かせ
　１日（月）10時30分～（乳幼児親子）
　６日（土）10時 30分～（小学生）
●バドミントンをしよう！
　８日（月）９時～
●赤ちゃん広場
　（０歳児・要申込・200円）
　12日（金）10時 30分～
● ちびっこ運動会　（乳幼児親子・要申
込・無料）18日（木）10時～日出町営
体育館

● わくわく保育園　（平成 21 年４月
～ 22年３月生まれ・要申込・昼食代
１組 400円）29日（月）10時～

●スマイル子育て相談会　30 日　　
　（火）10時 30分～中央公民館
● みんなで誕生日パーティ！（乳幼児
親子・要申込・200円）31日（水）10
時 30分～

●親子グループ活動　10時 30分～
　0～ 1歳児　３・10・24日（水）
　　　2歳児　４・11・25日（木）
　3～ 5歳児　２・９・23日（火）

講 座 案 内

　妊娠中のお母さんを対象に、妊娠中の過ごし方やお産についてのお話、

調理実習をします。赤ちゃんの健やかな成長を願って、この教室で楽しく

勉強しましょう。他の妊婦さんとも交流を持つ良い機会にもなりますので、

ぜひご参加ください。＊楽な服装でお越し下さい。

■場所　保健福祉センター　母子健康室

内　　容 日時 申込期限 持ってくるもの

①
「妊娠・授乳期の食事」

・管理栄養士によるお話

・調理実習

11月６日（火）

10時～12時30分
10月29日（月）

・母子健康手帳

・筆記用具

①の時は、

上記のほかに

・エプロン

・三角巾

が必要です。

②

「楽なお産をするために」

・お産のしくみのお話

・おっぱいのお話

11月14日（水）

10時～11時30分
11月12日（月）

■問合先　福祉対策課子育て支援係　☎７３‐３１２１

自分の体と向き合う
ストレッチ教室

実施日：毎週火・木曜日　
時　間：10時～/13時30分～
　　　　（2時間程度）
問合先：保健福祉センター 
　　　　☎73-1337

　 「１・２・３・４…」数を数える声が響く部屋の中には、しっかり
声を出しながら体の筋を伸ばす 20名以上の参加者。
　週２回、日出町健康運動普及推進員が保健福祉センターで行ってい
る「ストレッチ教室」は、「終わった後、体がすっきりする」と評判
の教室です。
  声を出してストレッチするのは呼吸を止めないようにするため。教
室に来てくれる人に少しでも効果が出るようにと、ハードな動きにな
ることもあるそうですが、立ったり、座ったり自分の体に無理がない
よう選べるのも人気の秘密です。

  「自分の体のどこが動きづらいか観察
し、十分にほぐし、緩めると仕事も運動
もスムーズにできます」と健康運動普及
推進員の山本さん（右の写真）は言います。

　 「運動しなければ」と気がついたときがチャンスです。激しい運動
はハードルが高いという方、まずは気軽にストレッチから始めてみま
せんか？
＊ 保健福祉センターのトレーニングルーム利用者であれば、誰でも無
料で参加できます。



定 期 相 談 図 書 館 だ より
萬里図書館　　　☎72－2851

新刊案内

「ホウレンソウ禁止で1日7時間15分
しか働かないから仕事が面白くなる」
山田昭男：著　東洋経済新報社：刊

　年間休日140日＋有給休暇40日
で残業禁止、定年70歳、育児休職
3年、社員800人全員が正社員。そ
れで、なぜ会社は儲かり続けるの
か? いい仕事に結びつく「常に考
える」仕事術を紹介する。

「光圀伝」
冲方丁：著　角川書店：刊

　なぜ、あの男を自らの手で殺める
ことになったのか。老齢の光圀は、
水戸・西山荘の書斎で、誰にも語る
ことのなかったその経緯を書き綴る
ことを決意する…。まったく新しい
“水戸黄門”像を描く。『小説野性
時代』連載を書籍化。

●行政相談
　ところ　役場新館3階333会議室
　と　き　10月２日（火）10時～15時
　問合先　総務課　☎73‐3150

●心配ごと相談
　ところ　役場新館3階333会議室
　と　き　10月９日（火）10時～15時
　問合先　福祉対策課　☎73‐3121

●心配ごと・行政合同相談
　ところ　大神地区公民館
　と　き　10月16日（火）10時～15時
　問合先　福祉対策課　☎73‐3121

●障がい児・者等支援相談
　相談先　社会福祉法人「みのり村」
　　　　　 みのり障がい者生活支援セン

ター☎72‐2818

●障がい児・者生活支援相談
　相談先　太陽の家障害者生活支援センター
　　　　　　☎72‐1682
　　　　　（受付時間：8時～17時）

●高齢者総合相談
　相談先　 日出町地域包括支援センタ

ー（健康増進課内）☎73‐
3115

●家庭児童・母子婦人相談
　相談先　福祉対策課　☎73‐3121
　
●いつでも子育てほっとライン
　相談ダイヤル　☎097‐545‐0110
        （24時間　365日受付）

●無料人権相談所
　相談先　大分地方法務局杵築支局　
　　　　　☎0978‐62‐2271

●法律相談　（要予約）
　ところ　日出町保健福祉センター
　と　き　 毎月第２・４火曜日（祭日の

場合は休み）13時30分～16
時30分

　費　用　30分につき5,000円
　　　　　 （収入が一定以下の方及び多

重債務の相談は無料）
　申込・問合先　大分県弁護士会
　　　　　　　　☎097‐536‐1458

　「読書週間」の行事として、下記の日程で講演会を開催します。
　多くの皆さまの参加をお待ちしています。
【演　　　題】　『時代劇のウソ・ホント』
【講　　　師】　葛

くず

　葉
は

　康
こう

　司
じ

　氏

　　

大分市生まれ。慶応義塾大学法学部政治学科卒業。
卒業後、家業の経営などを経て文筆活動に入る。
第 16回歴史群像大賞奨励賞受賞。
現在も大分市で文筆活動を行っている。

【日　　　時】11月２日（金） 14 時～
【場　　　所】　萬里図書館　２階「おはなしのへや」
【定員・料金】　50名・無料
【申込み方法】　
　 図書館備え付けの申込み用紙に必要事項を記入の上、提出いた
だくか、ＦＡＸまたは電話でお申込み下さい。

【主　　　催】　日出町読書会連絡会・萬里図書館
【問　合　先】　萬里図書館 ☎ 72－ 2851
　　　　　　　　　　 ＦＡＸ 72－ 4991

10月の休館日
　１日・８日・14日・15日・22日・25日・28日・29日
　■ブーフーウーによる読み聞かせ
　　○とき　10月13日  （土）　 10時30分～11時30分
　　　　　　０歳～３歳向け
　  ○とき　10月27日  （土）　 10時30分～11時30分
　　　　　　４歳～小学生向け
　■FUMFUMによる読み聞かせ
　　○とき　10月26日  （金）　 11時～11時30分
　　　　　　０歳～５歳くらいまで



募 

集

県
職
員
採
用
選
考

　

受
験
資
格
な
ど
の
詳
細
は
、

県
庁
受
付
等
で
配
布
又
は
県
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て

い
る
選
考
要
領
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

▼
試
験　

11
月
4
日（
日
）

▼
職
種　

獣
医
師

▼
締
切　

10
月
17
日（
水
）

▼
問
合
先　

県
総
務
部
人
事
課

人
事
班
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐

２
３
０
５

小
学
生
王
将
戦

　

将
棋
の
指
せ
る
子
大
集
合
！

み
ん
な
５
局
指
せ
ま
す
。
参
加

無
料
。当
日
受
付
。ひ
じ
文
化
ま

つ
り
将
棋
大
会（
10
時
〜
）と
同

日
開
催
で
す
。

▼
日
時　

11
月
４
日（
日
）12
時

30
分
〜

▼
場
所　

町
中
央
公
民
館

▼
問
合
先　

日
出
町
棋
友
会

事
務
局（
古
江
）
☎
０
８
０
‐

１
７
１
１
‐
４
５
９
３

Ｏ
Ｇ
フ
レ
ン
ド
募
集

　

県
立
芸
術
会
館
で
は
、
各
種

事
業
に
つ
い
て
直
接
お
知
ら
せ

し
、
積
極
的
に
ご
利
用
い
た
だ

く
た
め
に
Ｏ
Ｇ
フ
レ
ン
ド
を
募

集
し
ま
す
。

▼
案
内
内
容　

○
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

○
月
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

○
企
画
展
の
ご
案
内

○
講
演
会
、
美
術
鑑
賞
講
座
な

ど
の
ご
案
内

▼
申
込
・
問
合
先　

県
立
芸
術

会
館
☎
０
９
７
‐
５
５
２
‐

０
０
７
７

講 
座

東
部
地
域
労
働
講
座

　

使
用
者
、
人
事
労
務
担
当

者
、労
働
者
、労
働
問
題
に
関
心

の
あ
る
方
を
対
象
に
開
催
し
ま

す
。受
講
無
料
。

▼
日
時　

11
月
１
日（
木
）

　

14
時
〜
16
時

▼
場
所　

県
日
出
総
合
庁
舎

▼
内
容　

○
講
演　
「
職
場
の
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
〜
第
１
次
予
防
の
重
要

性
と
セ
ル
フ
ケ
ア
〜
」

○
講
師　

社
会
保
険
労
務
士　

二
村
織
江
氏

▼
申
込
・
問
合
先　

県
労
政
福

祉
課
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐

３
３
５
４

赤
十
字
救
急
法
等
講
習
会

【
乳
幼
児
の
応
急
・
救
命
手
当

と
看
病
講
習
会
】

▼
日
時　

10
月
６
日（
土
）・
７

日（
日
）９
時
〜
17
時
30
分

▼
対
象

①
15
才
以
上
の
方

②
全
日
程
参
加
で
き
る
方

▼
定
員　

20
名（
先
着
順
）

▼
内
容　

①
か
ら
だ
の
成
長
と
精
神
機
能

の
発
達

②
起
き
や
す
い
事
故
の
予
防
と

手
当
て
に
つ
い
て

③
病
気
と
看
病
の
し
か
た
に
つ

い
て

④
子
育
て
に
お
け
る
社
会
資
源

の
活
用
に
つ
い
て

▼
受
講　

無
料

＊
講
習
教
材
費
・
保
険
料
等
と

し
て
１
，５
０
０
円
が
必
要
。

【
赤
十
字
救
急
法
救
急
員
資
格

継
続
研
修
会
】

▼
日
時　

10
月
17
日（
水
）10
時

〜
15
時

【
赤
十
字
救
急
法
講
習
会
】

▼
日
時　

10
月
18
日（
木
）・
19

日（
金
）18
時
40
分
〜
21
時

＊
他
の
日
程
も
あ
り
ま
す
。
直

接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先　

日
本
赤
十
字
社
大

分
支
部
☎
０
９
７
‐
５
３
４
‐

２
２
３
６

剪
定
講
習
会

▼
日
時　

11
月
21
日（
水
）〜
30

日（
金
）の
間
の
７
日
間

▼
場
所　

○
講
義　

豊
泉
荘

○
実
技　

別
府
商
業
高
校
・
別

府
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

▼
対
象　

55
才
以
上
で
、
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
に
求
職
申
込
を
さ
れ

た
方

▼
定
員　

20
名

▼
申
込
期
限　

11
月
９
日（
金
）

▼
申
込
・
問
合
先　

別
府
市
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
☎
24
‐

４
０
８
０

総
合
人
間
学

　

様
々
な
分
野
の
第
一
線
で
活

躍
し
、
か
つ
造
詣
の
深
い
講
師

の
方
々
の
幅
広
い
見
識
や
考
え

方
を
通
し
て
、人
間
と
し
て
、ま

た
医
療
従
事
者
と
し
て
備
え
て

お
く
べ
き
豊
か
な
知
性
と
感
性

を
養
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
広
く
一
般
に
公
開
し
ま

す
。

▼
日
時　

10
月
か
ら
11
月
ま
で

の
間
の
月
曜
日
で
全
８
回
。14

時
40
分
〜
16
時
10
分

▼
場
所　

県
立
看
護
科
学
大
学

既存建物の耐震化工事行います

腎臓内科

http://koumatu.or.jp/



▼
問
合
先　

県
立
看
護
科
学

大
学
☎
０
９
７
‐
５
８
６
‐

４
３
０
３

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
セ
ミ
ナ
ー

▼
日
時　

10
月
29
日（
月
）13
時

30
分
〜
16
時

▼
場
所　

九
州
労
働
金
庫

▼
内
容

第
１
部　

講
演

○「
個
人
も
組
織
も
成
長
す
る

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

（
仮
）」

講
師　

東
レ
経
営
研
究
所　

佐
々
木
常
夫
氏

第
２
部　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン

○「
女
性
の
参
画
が
社
会
を
変

え
る
！
〜
企
業
に
お
け
る
女
性

活
用
の
メ
リ
ッ
ト
〜
」

▼
申
込
・
問
合
先　

県
商
工
労

働
部
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐

３
３
２
７

相 

談

無
料
法
律
・
人
権
相
談

▼
日
程　
　

10
月
10
日（
水
）

▼
受
付　

９
時
30
分
〜
11
時
／

13
時
〜
14
時
30
分

▼
場
所　

大
分
文
化
会
館

▼
内
容　

人
権
、金
銭
、不
動
産
、

雇
用
、
交
通
事
故
、
遺
産
相
続
、

家
庭
内
の
問
題
等

▼
相
談
員　

大
分
県
弁
護
士
会

所
属
の
弁
護
士
ほ
か

▼
問
合
先　

大
分
地
方
裁
判
所

事
務
局
☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐

７
１
６
１

無
料
行
政
相
談
会

　

様
々
な
問
題
を
抱
え
る
皆
様

の
相
談
窓
口
の
１
つ
と
し
て
ご

利
用
下
さ
い
。

▼
日
程
・
場
所　

10
月
17
日（
水
）・

県
行
政
書
士
会
／
10
月
14
日

（
日
）・
杵
築
中
央
公
民
館

▼
時
間　

13
時
〜
16
時

▼
相
談
内
容　

遺
言
・
成
年
後

見
相
談
・
不
動
産
関
連
・
内
容
証

明
・
各
種
許
認
可
申
請
・
そ
の
他

▼
問
合
先　

県
行
政
書
士
会
事

務
局
☎
０
９
７
‐
５
３
７
‐

７
０
８
９

10
月
17
日
〜
23
日
は

　
　
　
　

薬
と
健
康
の
週
間

【
正
し
い
薬
の
知
識
５
原
則
】

①
説
明
書
や
薬
袋
を
よ
く
見
て

使
用
し
ま
し
ょ
う
。

②
用
法
・
用
量
を
正
し
く
守
り

ま
し
ょ
う
。

③
服
用
時
間
を
守
り
ま
し
ょ

う
。

④
子
供
の
手
の
届
か
な
い
と
こ

ろ
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
日
光
・
高
温
・
湿
気
を
さ
け
て

保
管
し
ま
し
ょ
う
。

薬
の
１
１
０
番

　
「
く
す
り
」に
つ
い
て
の
電
話

相
談
に
応
じ
ま
す
。
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
期
間　

10
月
17
〜
19
日
、

22
・
23
日

▼
受
付
時
間　

10
時
〜
15
時

▼
相
談
・
問
合
先　

県
薬
剤

師
会
☎
０
９
７
‐
５
４
４
‐

９
５
１
２

外
国
人
無
料
相
談
会

国
籍
・
相
続
・
残
留
ほ
か
、
過

去
相
談
内
容
と
し
て
、Ｄ
Ｖ
・
就

職
・
保
険
等
も
あ
り
ま
す
。英
語

等
、通
訳
も
つ
き
ま
す
。

▼
と
き　

10
月
７
日（
日
）・
11

月
４
日（
日
）

▼
と
こ
ろ　

iich
iko

総
合
文

町
民
文
芸

 

藤
原　

目
代
み
や
子

睦
み
来
し
一
人
の
友
の
逝
き
た
る

を
知
ら
ず
に
便
り
待
ち
続
け
た
り

 

豊
岡　

螻
川
内
明
子

小
雨
降
る
亀
川
湯
の
町
路
地
裏
に

　
　
　

行
商
の
女
が
魚
を
捌
く　

 

藤
原　

上
田　

靖
子

災
害
の
少
な
き
土
地
に
住
み
居
る

は
幸
い
な
れ
ど
心
は
晴
れ
ず

 

大
神　

藤
野　

和
子

雨
に
ぬ
れ
散
り
て
し
ま
え
り
庭
の
バ

ラ
鮮
や
か
な
紅
わ
が
目
に
残
し
て

 

内
野　

濱
本
紀
代
子

前
か
ご
に『
中ち

ゅ

う

や

原
中
也
』一
冊
し
の
ば
せ
て

深
海
漁
港
に
小
さ
き
旅
す
る

 

豊
岡　

坪
田　

京
子

落
ち
栗
の
こ
ろ
が
る
を
追
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
良
の
猫

 

日
出　

永
松
美
知
子

十
六
夜
の
照
ら
す
湯
船
に
月
揺
る
る

　 

豊
岡　

森
永
美
千
代

片
蔭
に
並
び
て
憩
ふ
剪
定
師

 

日
出　

大
野　

仁
王

僧
衣
着
て
涼
し
き
ま
ま
に
檀
家
訪
い

 

日
出　

定
平　

勝
義

他
愛
無
く
酔
う
て
そ
う
そ
う
老
の
酒

消化器科・肛門科・外科・内科
泌尿器科・人工透析・リハビリテーション科

鈴 木 病 院
速見郡日出町3904番6

TEL㈹ 0977-73-2131

TEL㈹  0977-73-2151
速見郡日出町藤原1691番地1

すずらんクリニック
介護施設すずらん

h t t p：// www . s u z u k i - h p . o r . j p

久寿会
医療法人



た
め
の
退
職
金
制
度
で
す
。
事

業
主
の
方
が
労
働
者
の
働
い
た

日
数
に
応
じ
て
、
掛
け
金
と
な

る
共
済
証
紙
を
共
済
手
帳
に
貼

り
、
そ
の
労
働
者
が
建
設
業
界

で
働
く
こ
と
を
や
め
た
と
き
に

建
設
業
退
職
共
済
機
構
か
ら
退

職
金
を
支
払
い
ま
す
。

▼
問
合
先　

建
退
共
大
分
県
支

部　

☎
０
９
７
‐
５
３
６
‐

４
８
０
０

密
輸
の
情
報
提
供
の
お
願
い

　

10
月
は
「
薬
物
及
び
銃
器
取

締
強
化
期
間
」
で
す
。
大
分
税

関
支
署
で
は
県
下
の
空
港
や
港

に
お
い
て
密
輸
の
取
締
り
及
び

情
報
収
集
を
強
化
し
ま
す
。

　

覚
醒
剤
・
麻
薬
等
の
不
正
薬

物
や
け
ん
銃
等
の
密
輸
に
関
す

る
「
不
審
な
話
」
や
「
う
わ
さ
」

を
耳
に
さ
れ
ま
し
た
ら
、
税
関

へ
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
通
報
・
問
合
先　

大
分
税
関

支
署
☎
０
９
７
‐
５
２
１
‐

２
６
９
１

お
誕
生
お
め
で
と
う

（　

）内
は
保
護
者
名
・
地
区
名

幸
野　

恵え

な愛（
太
希　

影
の
木
）

藤
原　

優ゆ
う
か花（

康
寛　

中
の
三
）

宮
﨑　

千ち
な
つ夏（

雄
一
郎　

中
の
三
）

足
立　

陸り
く　

（
亮　
　

影
の
木
）

本
田
莉り

い

さ

依
紗（
博
士　

辻
間
団
地
西
）

江
口
と
よ
か（
直
毅　

下
町
）

四
井　

菜な
つ
き月（

賢
治　

西
八
日
市
）

大
川　

蓮れ
ん
た汰（

俊
一　

南
部
）

渡
邉　

紗さ

や也（
勝
士　

中
部
）

平
早
水
陸り

く
と斗（

飛
鳥　

平
原
）

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

（　

）内
は
行
年
・
地
区
名

安
　

髙
司（
86　

是
城
）

二
宮　

正
志（
70　

影
の
木
）

青
柳　

正
治（
81　

南
浜
）

永
野
フ
ク
ヱ（
90　

北
浜
）
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＊
８
月
届
出
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敬
称
略
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化
セ
ン
タ
ー
地
下
１
階　

国
際

交
流
プ
ラ
ザ

▼
問
合
先　

原
田
☎
０
９
７
９

‐
43
‐
６
３
２
９

そ
の
他

お
お
い
た
み
の
り
フ
ェ
ス
タ

【
農
・
林
業
部
門
】

▼
日
時　

10
月
20
・
21
日（
土
・

日
）９
時
30
分
〜
16
時
30
分

▼
場
所　

別
府
公
園

【
水
産
部
門
】

▼
日
時　

○
10
月
27
日（
土
）

　

９
時
30
分
〜
15
時
30
分

○
10
月
28
日（
日
）

　

９
時
〜
15
時

【
同
時
開
催
行
事
】

○
別
府
タ
ウ
ン
音
楽
会

○B
E
P
P
U

ダ
ン
ス
フ
ェ
ス
タ

○
JR
九
州
ウ
ォ
ー
キ
ン
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▼
問
合
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県
農
林
水
産
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☎

０
９
７
‐
５
０
６
‐
３
５
４
４

け
い
せ
ん
祭
り

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
模
擬

店
・
ゲ
ー
ム
・
お
楽
し
み
抽
選
会

な
ど
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

多
く
の
皆
様
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

▼
日
時　

10
月
６
日（
土
）

10
時
〜
14
時
30
分
＊
雨
天
決
行

▼
場
所　

県
渓
泉
寮
グ
ラ
ウ
ン
ド

▼
問
合
先　

県
渓
泉
寮
☎
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‐

２
５
２
１

福
祉
の
就
職
フ
ェ
ア

　

介
護
・
看
護
関
係
職
種
で
の

就
労
を
希
望
す
る
方
々
の
就
職

促
進
を
図
る
た
め
の
面
接
会
。

▼
日
時　

11
月
８
日（
木
）

14
時
〜

▼
場
所　

オ
ア
シ
ス
タ
ワ
ー
ホ
テ
ル

▼
問
合
先　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
別

府
☎
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‐
８
６
０
９

災
害
に
あ
っ
た
と
き
の
国
税

　

水
害
な
ど
の
災
害
に
よ
り
、

住
宅
や
家
財
な
ど
に
損
害
を
受

け
ら
れ
た
方
に
は
、
申
告
や
納

税
の
期
限
の
延
長
の
ほ
か
、
所

得
税
予
定
納
税
の
減
額
、
確
定

申
告
に
よ
る
所
得
税
の
軽
減
・

免
除
な
ど
の
税
負
担
の
軽
減
や

災
害
の
復
旧
資
金
の
融
資
を
受

け
る
た
め
の
納
税
証
明
書
の
無

料
発
行
な
ど
の
制
度
が
あ
り
ま

す
。

▼
問
合
先　

別
府
税
務
署
☎　

　

23
‐
２
１
１
１

建
設
業
退
職
共
済
制
度

公
共
工
事
、
民
間
工
事
を
問

わ
ず
建
設
現
場
で
働
く
方
々
の



　ＮＨＫのＢＳプレミアムで放送中の「にっぽん

縦断　こころ旅」が大分県にやってきます。番組
では、皆様の心にある忘れられない風景や景色の
エピソードを募集し、寄せられたお便りを元に、
旅人：火野正平さんがにっぽんを縦断、こころの
風景を訪ねます。手紙が番組で採用されると日出
町が紹介されます。日出町でのエピソードを応募
して、全国に日出の魅力を伝えましょう。
■応募締切　11月 16日（金）
■応募内容　 住所、氏名、電話番号、性別、年齢、

思い出の場所、場所にまつわるエピ
ソード

■応募方法　手紙・電話・ＦＡＸ
　　〒１５０－８００１　ＮＨＫ「こころ旅」係
　　ＦＡＸ：０３－０４６５－１３２７
■問合先　ＮＨＫふれあいセンター　
　　　　　☎０５７０－０６６－０６６
＜大分県の内容の放送予定＞　
「にっぽん縦断　こころ旅 2012」　　
　　12月 10日（月）～ 12月 16日（日）　
　　ＢＳプレミアム　
　　月～金　７時 45分～／土・日　11時～

2012　ひじ文化まつり
　　　　日程：11月３・４日（祝・日）

場所：中央公民館・町営体育館

＜ 11月３日（祝）＞
■13時～

　開会式

■ 13時 30分～ 15時 30分

　第 11回瀧廉太郎記念音楽祭

　　 日出保育園園児による斉唱をはじめ、各種コ

ンクール入賞の実力者の演奏・歌唱。

　　日本音楽コンクールピアノ部門第１位

　　伊
い

藤
とう

 伸
しん

氏も出演予定♪

＜ 11月４日（日）＞
■10時～

 ・将棋大会（当日参加可）

■ 10時 30分～

 ・芸能大会

　　（日舞、ダンス、詩吟、大正琴等ステージ）

■ 13時～

 ・俳句大会（当日参加可）

＜両日開催＞
■９時～

 ・美術作品展（盆栽、書道、絵画、華道、陶芸等）

 ・菊花展

■ 10時～

 ・茶席（一服お菓子付き 200円）

 ・ふるさとレストラン 

■問合先　
  生涯学習課　☎７３－３１５６

ひじ産業まつり
開催日　11月 23日（金・祝）
場　所　中央公民館／町営体育館
内　容　 もちまき、レストラン、木工教室、

苗木無償配布、農林水産物の販売、
町内企業紹介など

問合先　農林水産課　☎ 73‐ 3127

手紙を送って全国に
日出町を紹介しよう！

ショートステイ　サンライズ  （72-1111）

整形外科・脳神経外科・外科
内科（消化器、呼吸器、循環器、血液）
リハビリテーション科・リウマチ科



　フランシスコ・ザビエルに由来する景観美豊かな史跡コースを

活用して、自然と人と歴史とのふれあいを体感しながら健康増進

に取り組みませんか？

開催日 10月 21日（日）

スタート地点 日出町中央公民館前広場

駐車場 ケーズデンキ下グラウンド・大田公園

受　付 ７時 40分～

出　発 ９時～（※Ａコースは８時30分）

コース Ａコース20㎞ / Ｂコース10㎞ / Ｃコース５㎞

参加料 大人 500円、中学生・高校生300円、小学生以下無料

事前申込締切 10月 12日（金）

＊ 当日参加も可能ですが、事前申込者のみ大会冊子への氏名記載

をいたします。

　申込・問合先　商工観光課　☎ 73-3158

当日参加申し込み可能 !!
第７回ザビエルの道ウオーキング大会 　ガイドと歩こう！

ふるさと再発見ツアー　

　自分達の住む町 日゙出町″を「まち歩き
ガイドの会」のガイドさんの説明を聞き
ながら歩いてみませんか？日出城址周辺
をご案内します。気付かなかったあたら
しい発見があるはず！
　
日　　時：10月 27日 ( 土 )10 時～
　　　　　（90分程度）
集合場所：二の丸館
＊ 参加費無料・人数制限はありませんが、
10月 25日（木）までに事前申し込み
が必要です。
申込・問合先：日出町観光協会　
　　　　　　　　　　　☎ 72-4255
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日出町の人のうごき

（　）内は前月比
      　内は今年４月１日比

人　 口 28,896 （－ 12） ＋ 106
　　　 男 13,849 （－ 15） ＋ 72
　　　 女 15,047 （＋ 3） ＋ 34

世帯数 11,797 （－ 7） ＋ 77

南端
豊岡
日出
藤原
川崎
大神

（＋  1）
（－  8）
（＋ 8）
（－ 3）
（－ 17）
（＋ 7）

326
7,307
5,939
3,912
5,927
5,485

平成24年9月1日現在の
　　　 住民基本台帳の登録人口

　秋晴れの取材日、町内のとあ

るガレージには日出商工会青年

部のメンバーの笑い声が響いて

いました。

　彼らは「かれい焼き」をご当

地グルメとして広めようと集ま

った開発メンバーです。

　「かれい焼き」とは、城下か

れいをかたどった鯛焼き状のお

やつで、今年の「城下かれい祭

り」で販売したところ、１時間

に 150 個近く売れ、用意した

材料が足りなくなるほど人気が

あったそうです。味は２種類で

「あんこと、かれいだけにカレ

ー味」と開発当初から決めてい

たといいます。

　青年部のＯＢが過去に製作し

た焼き型を活用して、「日出町

の特産品になる『かれい焼き』

を作る！」と、去年の５月に開

発チームを結成したものの、勝

手が分からないメンバーは鯛焼

き店から講師を招き勉強会を開

くところから始めました。

　勉強会で１番手際良く作り、

味の開発と調理の指導を任され

たのは、最年少の庄司新平さ

ん。異業種で働くメンバーが集

まる中、唯一飲食業界で働く庄

司さんは「やるしかない」と、

粉の配分や焼き方などガレージ

に設置した焼き機の前で１人試

行錯誤を重ねます。

　当初は「頭の方にあんこが入

っていない」と家族に厳しい言

葉をもらったメンバーも練習に

励み、美しく焼けるようなりま

した。互いにアイデアを出し合

い、味も見た目も個性的な「か

れい焼き」が次々生まれたそう

です。「周りのバリ（羽根）の

部分が美味しい」という声を聞

いてからは、カリカリした食感

の羽根多めが主流だということ

です。

　さらに試作品を毎月第２日曜

日に行われる「Ｋトラ市」で、

訪れるお客さんに無料配布し、

味や価格設定についてアンケー

トを行い、味の改良を重ね、今

年のかれい祭を迎えました。「特

にカレー味はあっと言う間に売

れて大変でした」と、皆さんう

れしそうに話してくれました。

　今後どのように展開していく

かは、現在模索中とのことです

が、「味の研究はもちろんです

が、食べやすさも考えていきた

い」、「日出の特産品として町内

外の人に食べてもらえるように

なりたい」等、地元を盛り上げ

たいというメンバーの気持ちは

１つ。近いうちに日出の特産品

が１つ増えそうです。

お問い合わせは日出町商工会青

年部　☎ 72 ‐ 2232

日出町の新しい特産品に !!

日出町商工会　青年部

写真左から

恒
つねまつ　きみひろ

末公博さん・庄
しょうじ　しんぺい

司新平さん・

村
むらい　かつひろ

井勝伯さん・大
おおつか　たかよし

塚貴佳さん


